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平成２２年度警察本部関係の歳入歳出決算状況について 「平成２２年度三重県歳入、

歳出決算に関する説明書」により御説明いたします。

はじめに歳入について御説明いたします。

警察関係特定財源の収入済額は、 億 万 円で、予算現額の 億３ 万６０ ７，６１４ ０，５０９ ６４ ，１３６

１ 円に対し、 円の減収となっています。，０００ ３億５，５２２万０，４９１

減収の主なものは、自動車運転免許関係手数料等が減少したほか、国の経済対策に

よる地域活性化交付金での県単交通安全施設整備費等が明許繰越となったことによる

ものであります。

また、収入未済額が 万９ 円あり、これは第１４款 諸収入、第１項４，９０７ ，７７０

延滞金、加算金及び過料等、第３目 過料等の放置違反金の滞納などによるものであ

ります。

以下、収入済額について、款別に御説明いたします。

５０頁、第８款 使用料及び手数料、第１項 使用料、第１目 総務使用料の一部

として、土地使用料には、警察関係の敷地に電柱、支線等の設置を許可した使用料が

３２万４ 円、建物使用料には、警察庁舎の一部使用、自動販売機等の設置を，１５７

許可した使用料が 万９ 円含まれております。６４７ ，１６１

６６頁、第２項 手数料、第８目 警察手数料は、 億７ 万８ 円で、２２ ，９８６ ，１９０

、 、 。運転免許関係の講習手数料のほか 各種許可 更新及び証明に伴う手数料であります

１０４頁、第９款 国庫支出金、第２項 国庫補助金、第８目 警察費補助金は、 億９

８ 円で、その内訳は、，２５１万４，８９８

７億５，４４６万３，０００円警察費補助金（一般行政費・交通安全施設整備費）

地域活力基盤創造交付金 ８２万５，０００円

２億２，５９８万５，７９８円地域活性化・きめ細かな臨時交付金

１２４万１，１００円地域活性化（きめ細かな交付金）

であります。

１２０頁、第１０款 財産収入、第１項 財産運用収入、第１目 財産貸付収入の一部

として、家屋貸下料には、警察関係公舎、職員住宅、待機宿舎及び独身寮の貸下料が
かおくかしさげりょう
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１億０，９５７万８，３９１円含まれております。

第２項 財産売払収入、第１目 不動産売払収入の一部として、警察関係不動産売払

、 、 、収入が 円含まれており これは 運転免許センター南側駐車場が４，５６１万６，６７５

中勢バイパス事業用地として国に買収されたための土地売払収入であります。

第２目 物品売払収入の一部として、警察関係物品売払収入が 含まれ９３万５，６３５円

ており、その主なものは警察装備品の更新整備に伴い、不用となった装備品の売却に

よるものであります。

１２８頁、第１２款 繰入金、第２項 基金繰入金、第１目 基金繰入金は、緊急雇

用創出事業臨時特例基金繰入金の 円であります。５億８，６７７万０，７９９

１３２頁、第１４款 諸収入、第１項 延滞金、加算金及び過料等 第１目 延滞金の

一部として、 円が含まれており、これは放置違反金滞納に伴う延滞金で９２万５，６００

あります。

第３目 過料等の放置違反金は、 万 円となっており、収入未済は、６，１９５ ６，０００

放置違反金の滞納額 万９ 円となっております。１，５５４ ，０００

１４４頁、第８項 雑入、第２目 雑入の一部として、警察関係の雑入 億２ 万２ ，９１５

。 、 、６ 円が含まれております その内訳は 留置施設食費等弁償金 万４ 円，３９５ ６，６５８ ，４３２

警察職員住宅使用料 万５ 円のほか、節の雑入として７ 万 円８，６５３ ，３９３ ，６０３ ６，５７０

があります。節の雑入に計上しているものは、

２，９３３万４，２８２円その他雑入（物件移転保障費等）

期満失効拾得保管金 円１，６８２万３，４４７

本部庁舎等光熱水費分担金 円１，２８１万１，７８１

１，０４８万１，３２９円駐在所等光熱水費分担金

通告書送付費支出金 万７ 円２８２ ，８７２

雇用保険料 万４ 円１８９ ，９６５

自動販売機等光熱水費分担金 万５ 円１６２ ，０８６

などであります。

１４６頁、第３目 過年度収入の一部として、 が含まれており、６３０万７，０４４円

これは、全額放置違反金であります。また、過年度収入未済は、放置違反金の３ 万，２９２

９ 円となっております。，８００

１４８頁、第５目 弁償金の一部として、交通事故損害賠償金等５ 万７ 円が７０ ，５６４

含まれております。
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、 、 、 、１６６頁 第１５款 県債 第１項 県債 第７目 警察債は 億 万円であり１７ ６，０００

その内訳は、

警察署施設整備費充当 円８億０，３００万

県単警察施設整備費充当 円６億８，８００万

交通安全施設整備費充当 億 万円２ ６，９００

であります。

次に、歳出について御説明いたします。

４３４頁、第９款 警察費は、予算現額 万９ 円に対し、支出済額４０３億０，９１８ ，０００

３９７ ，３７５ ，５３３ ３億２，１４４万８，９００ ２は 億５ 万２ 円、翌年度繰越額 円で、不用額は

億３ 万７ 円となっております。，３９８ ，５６７

以下、支出済額について項、目別に御説明いたします。

第１項 警察管理費、第１目 公安委員会費 万１ 円は、三重県公安委員会７５２ ，９４２

が三重県警察を管理するほか、国家公安委員会及び他の都道府県公安委員会との連絡

などに要した経費であります。

支出済額の内訳は、

公安委員報酬 万 円６９８ ３，９９８

公安委員会事務費 万 円５３ ７，９４４

であります。

第２目 警察本部費 億０ 万３ 円は、警察職員の給与、福利厚生費、３３２ ，４８１ ，７７０

、 、 。被服費 施設維持費 中型汎用電算機の運用などを図るために要した経費であります

支出済額の内訳は、

給与費 億４ 万９ 円３１０ ，９２０ ，７８６

警察運営費 億 万８ 円５ ３，７８９ ，６２９

被害者対策・相談業務対策費 万１ 円４，５１６ ，８４０

２ ，６４０万５，６５０円情報管理対策費 億５

施設等運営費 億 円１１ ４，３３１万９，１５０

運転免許センター維持管理費 円１億７，２８１万８，７１５

であります。
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４３６頁、第３目 装備費 億 万３ 円は、警察機動力の高度化、活動６ ３，０６６ ，１３０

用装備資機材の整備充実、警察車両、警察ヘリコプター、警察舟艇、装備資機材の運

用、維持などに要した経費であります。

支出済額の内訳は、

警察装備費 億 円４ ５，４７６万７，３８３

ヘリコプター維持費 円１億７，５８９万５，７４７

であります。

４３８頁、第４目 警察施設費 億 円は、第一線警察活動の基盤１３ ７，０３７万１，８０８

の確立を図るため、鳥羽警察署等の建設工事費のほか、交番・駐在所の整備などに要

した経費であります。

支出済額の内訳は、

警察署庁舎整備費 円１１億４，３９１万３，０５５

県単警察施設整備費 万 円２億２，６４５ ８，７５３

であります。

第５目 運転免許費 億 万８ 円は、運転免許試験、運転免許証更新事９ ９，４３６ ，８９８

務や交付等事務、指定自動車教習所の指導監督、交通法令違反者に対する行政処分、

運転免許更新者、高齢者・停止処分者等に対する各種講習の実施、交通安全教育の確

立を図るために要した経費であります。

４４０頁、第６目 恩給及び退職年金費 円は、退職職員に対す１億０，５５２万１，１０８

る恩給及びその遺族に対する扶助料の支給などに要した経費であります。

４４２頁、第２項 警察活動費 第１目 一般警察活動費 億 円は、２ ７，９０３万２，２９１

、 、 、 、警察活動に伴う諸経費であり 活動の企画運営 警察教養のほか 捜査活動等の旅費

警察電話の維持管理、留置施設の維持管理、警察官の職務に協力援助した者に対する

災害給付金など、一般警察活動に要した経費であります。

支出済額の内訳は、

企画運営及び教養諸費 万３ 円４，１２２ ，２６３

捜査活動等の旅費 万 円４，４９７ ６，７５０

警察電話維持管理費 億 万 円１ １，１０６ ３，３８５

留置施設管理業務経費 万 円８，１７６ ８，８９３

であります。
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第２目 刑事警察費 億 万 円は、捜査用装備資機材の充実整備、捜１４ ０，３１１ ７，１４１

査活動の効率化、捜査体制の充実等による犯罪捜査力の強化のほか、悪質・重要犯罪

や来日外国人等による組織犯罪の徹底検挙、銃器・薬物対策の推進、街頭犯罪等抑止

総合対策の推進、少年の非行防止活動の推進、地域安全確保総合対策の推進、暴力団

排除活動の推進、テロ等対策や災害警備対策の推進など、県民の「安全・安心」確保

のための総合対策に要した経費であります。

支出済額の内訳は、

刑事警察活動費 億 万 円２ ６，０８８ ６，１６４

生活安全警察活動費 億 万 円５ ４，０８５ ５，４７４

テロ等対策費 万 円４９ １，９３１

暴力団対策費 万 円１，４５５ １，５３４

銃器・薬物対策費 万 円１６６ ４，１７３

少年警察活動費 万 円１，８１３ ３，３８１

地域安全確保総合対策費 億 万 円５ ４，９３３ ５，８３５

災害警備対策費 万 円１，７１９ ８，６４９

であります。

４４４頁、第３目 交通指導取締費 億 万 円は、効果的な交通指導取５ ６，１７０ １，６２８

締り、違法駐車対策、交通事故・事件の迅速・的確な捜査、暴走族対策及びこれらの

活動に必要な装備資機材の整備充実、各種交通安全教育の実施、安全運転管理者講習

など、交通事故の防止と交通秩序の確立を図るために要した経費であります。

支出済額の内訳は、

交通事故防止対策費 億 万 円１ ７，７９０ ８，４９６

２億０，３７８万７，１３４円交通環境整備事業費

交通安全意識高揚事業費 万 円１億８，０００ ５，９９８

であります。

４４６頁、第４目 交通安全施設整備費 億 万 円は、交通事故を抑１１ ９，６６４ ０，８１７

止し 「安全で円滑・快適な交通社会の実現」を図るため、交通管制センター機器の、

整備、交通信号機の高度化改良、交通信号機の新設、道路標識、道路標示の設置等、

交通安全施設の整備充実を推進するために要した経費であります。

支出済額の内訳は、

２ ４，５１３ ８，１２２円国補交通安全施設整備費 億 万

県単交通安全施設整備費 円２億６，５２０万８，０８７

交通安全施設維持費 億 万 円６ ８，６２９ ４，６０８
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であります。

次に、不用額 万 円について御説明いたします。２億３，３９８ ７，５６７

不用額の主なものは、

退職手当 万 円を含む警察本部費 円４，７３３ ７，３７０ １億１，１９４万７，２３０

鳥羽警察署新築工事請負費の執行残などである警察施設費

２，４３０万５，６９２円

刑事警察活動費等の通信運搬費の執行残などである刑事警察費 円３，５８９万４，８５９

などであります。

最後に、翌年度繰越額 億 万 円について御説明いたします。３ ２，１４４ ８，９００

翌年度繰越額は、

２７万４，０００円被害者対策・相談業務対策費

県単警察施設整備費 円１億０，１２２万９，５００

７１４万９，０００円生活安全警察活動費

県単交通安全施設整備費 円２億１，２７９万６，４００

であります。これらは、年度内の補正予算で容認された事業費でありますが、年度内

の執行が見込めなかったことから、やむを得ず繰り越したものであります。

以上、平成２２年度警察本部関係歳入歳出決算状況について御説明いたしました。

何卒、よろしく御審議を賜わりますようお願い申し上げます。


